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往
来
手
形
を
読
む
（
１
） 

解
説 

史
料 

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
四
月 

往
来
之
事
（
智
芳
） 

〔
根
岸
家
文
書
№
２
０
６
０
〕 

関
所
手
形
も
兼
ね
た
と
思
わ
れ
る
往
来
手
形
。 

  

【
表
題
、
本
文
】 

 

闕
字
（
け
つ
じ
）
＝
文
中
の
敬
意
表
現
の
一
つ
で
、「
御
関
所
」
に
敬
意
を
示
す
た
め
に
語

句 

 
 
 
 
 
 
 
 

の
前
を
一
字
空
け
て
い
る
。 

ほ
か
に
、
敬
意
を
示
す
語
句
を
行
頭
に
置
く
「
平
出
（
へ
い
し
ゅ
つ
）」、
行
頭
を
一
～
二
字

上
に
出
す
「
擡
頭
（
た
い
と
う
）」
が
あ
る
。 

ハ
ヽ
＝
カ
タ
カ
ナ
の
「
は
」
と
踊
り
字
（
畳
字
・
く
り
か
え
し
符
号
） 

以
（
も
っ
て
）
＝
返
読
文
字 

 

【
語
句
説
明
】 

罷
出
（
ま
か
り
い
で
）…

「
出
る
」
の
謙
譲
的
表
現
。 

能
州…

能
登
国
、
現
在
の
石
川
県
の
一
部 

能
州
総
持
寺…

能
登
国
櫛
比
荘
（
現
石
川
県
輪
島
市
）
に
あ
っ
た
曹
洞
宗
の
か
つ
て
の
大
本 

 
 
 
 
 
 

山
。
明
治
期
に
横
浜
市
鶴
見
へ
本
山
が
移
転
し
た
後
は
、
総
持
寺
祖
院
と
改 

 

 
 
 
 
 
 

称
さ
れ
た
。 

塔
頭
（
た
っ
ち
ゅ
う
）…

禅
宗
寺
院
で
祖
師
や
高
僧
の
徳
を
慕
い
建
て
た
墓
塔
や
庵
な
ど
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
院
。 

覚
皇
院
（
か
く
こ
う
い
ん
）…

総
持
寺
の
塔
頭
寺
院
。
現
在
も
石
川
県
輪
島
市
に
存
在
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
齢
山
覚
皇
院
。 

  

主
な
参
考
文
献
・
サ
イ
ト 

児
玉
幸
多
『
日
本
交
通
史
』
吉
川
弘
文
館 

平
成
４
年(

１
９
９
２) 

柴
田
純
『
江
戸
の
パ
ス
ポ
ー
ト 

旅
の
不
安
は
ど
う
解
消
さ
れ
た
か
』
吉
川
弘
文
館 

平
成
２
８
年(

２
０
１
６)

 

林
英
夫
『
基
礎
古
文
書
の
よ
み
か
た
』
柏
書
房 

平
成
１
０
年
（
１
９
９
８
） 

吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
』 

総
持
寺
祖
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
曹
洞
宗
石
川
県
宗
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 



2 

 

 

根
岸
家
文
書
に
つ
い
て 

（
一
）
根
岸
家 

・
根
岸
家
は
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
以
降
大
里
郡
甲
山
村
（
現
熊
谷
市
）
の
名
主
を
世 

 

襲
し
た
豪
農
で
代
々
伴
七
を
称
し
た
。
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
以
降
に
は
、
隣
の
箕
輪 

 

村
（
現
熊
谷
市
）
の
名
主
も
兼
帯
し
た
。 

・
根
岸
家
は
、
玉
作
河
岸
問
屋
株
を
持
ち
、
荒
川
舟
運
を
通
じ
て
江
戸
か
ら
は
塩
や
紙
が
、 

 

ま
た
江
戸
へ
は
米
・
酒
・
木
炭
が
運
ば
れ
る
な
ど
商
業
活
動
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。 

・
幕
末
期
の
当
主
根
岸
友
山
は
、
尊
攘
派
の
志
士
と
し
て
新
徴
組
に
参
加
し
、
多
彩
な
交
流 

 

が
あ
っ
た
ほ
か
、
そ
の
子
の
武
香
は
県
会
議
員
や
貴
族
院
議
員
を
勤
め
る
傍
ら
考
古
学
や 

 

歴
史
学
に
も
貢
献
し
、
吉
見
百
穴
の
保
存
や
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
を
出
版
し
た
人
物 

 

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。 

（
ニ
）
根
岸
家
文
書 

・
総
点
数
五
一
九
三
点
。 

 

大
き
く
三
つ
の
文
書
群
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
は
、
甲
山
村
の
名
主
・
戸
長
役
場
文
書 

 

群
。
元
禄
年
間
に
分
村
し
た
箕
輪
村
の
名
主
文
書
も
一
部
含
む
。
第
二
は
、
根
岸
家
の
家 

 

文
書
群
。
第
三
は
、
幕
末
に
新
徴
組
へ
参
加
し
た
根
岸
友
山
と
、
県
会
議
長
・
貴
族
院
議 

 

員
等
を
勤
め
た
根
岸
武
香
の
個
人
文
書
群
で
あ
る
。 

・
熊
谷
市
指
定
有
形
文
化
財 

古
文
書 

平
成
十
八
年
ニ
月
二
十
八
日
指
定 

 
 

参
考
文
献 

『
大
里
地
方
の
文
書 

友
山
と
武
香-

冑
山
根
岸
家
文
書
の
世
界-

』
埼
玉
県
立
文
書
館
、
平
成
１
０
年
（
１
９
９
８
）   

 

大里郡甲山村の位置 国土地理院地図から作成 


